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(日曜日) 

裏面もご覧ください 

 鶴羽 由美子 さん 作 

 

16
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

18
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
）

19
日
（
木
）
市
民
講
座 

 
 
 

「
小
倉
織
で
さ
げ
も
ん
作
り
③｣ 

21
日
（
土
）
東
谷
地
区
社
協
バ
ス
研
修 

22
日
（
日
）
平
尾
台
野
焼
き 

23
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

 
 
 
 
 

稲
穂
サ
ロ
ン
（
新
一
） 

25
日
（
水
）
市
民
講
座 

 
 
 
 
 

「
味
噌
づ
く
り
」 

26
日
（
木
）
ニ
コ
ニ
コ
会
（
呼
野
） 

 

2
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

4
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

 
 

  

6
日
（
金
）
ふ
れ
あ
い
昼
食
・
健
康
料
理

9
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

11
日
（
水
）
市
丸
カ
フ
ェ
（
市
丸
） 

14
日
（
土
）
親
子
講
座 

 
 
 
 
 

「
魚
の
さ
ば
き
方
」 

2
月 

3
月 

東谷地区新成人 
代 表 

藤本  陽向 

2
月
の
絵
手
紙 

絵
手
紙
教
室 

東
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
和
室 

2
月
27
日
【金
】
10
時
～
お
気
軽
に
ど
う
ぞ 

東谷地区協議会  
事務局長 
橘木 秀徳 

 

東
谷
地
区
協
議
会
事
務
局
長

を
し
て
い
ま
す
、
木
下
町
内
の

橘
木
秀
徳
で
す
。 

 

東
谷
地
区
協
議
会
で
は
八
年

近
く
監
査
を
務
め
た
の
ち
、
令

和
五
年
に
事
務
局
次
長
に
就
任

し
、
昨
年
山
下
郁
史
さ
ん
の
後

任
と
し
て
事
務
局
長
に
就
任
し

ま
し
た
。 

 

山
下
郁
史
さ
ん
は
、
延
べ
十

二
年
間
事
務
局
長
と
し
て
、
尽

力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
い
わ
ば

地
区
協
議
会
の
生
き
字
引
の
よ

う
な
存
在
で
、
ま
だ
ま
だ
続
け

て
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

た
っ
て
の
希
望
で
事
務
局
長
を

引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
山
下
郁
史
さ
ん
の
よ
う
に

は
い
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら

東
谷
地
区
協
議
会
事
務
局
長
と 

し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
さ
る
一
月
十
二
日
㈷

に
東
谷
興
農
会
体
育
館
で
『
第

五
十
二
回
東
谷
地
区
新
年
祝
賀

会
』
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
武

内
市
長
を
は
じ
め
、
日
々
谷
小

倉
南
区
長
や
行
政
関
係
者
、
議

員
の
方
々
、
東
谷
地
元
企
業
の

 

こ
の
度
は
、
私
た
ち
新
成
人

の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
盛
大

な
式
典
を
開
催
し
て
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
成
人
一
同
を
代
表

し
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

私
た
ち
は
、
こ
の
自
然
豊
か

な
東
谷
の
地
で
生
ま
れ
育
ち
、

多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
、
今
日
と
い
う
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
族
の

温
か
い
支
え
、
先
生
方
の
熱
心

な
ご
指
導
、
そ
し
て
地
域
の
皆

さ
ま
の
見
守
り
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
今
の
私
た
ち
が
あ
り
ま

す
。 

 

私
た
ち
が
中
学
生
と
し
て
東

谷
中
学
校
に
通
っ
て
い
た
頃
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ

て
い
た
学
校
生
活
は
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
修
学
旅
行
や
体

育
祭
、
文
化
祭
な
ど
、
多
く
の

行
事
が
縮
小
や
中
止
と
な
り
、

友
人
と
共
に
過
ご
す
時
間
や
思

い
出
が
制
限
さ
れ
た
日
々
を
経

験
し
ま
し
た
。
不
安
や
戸
惑
い

を
感
じ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
も
、
私
た
ち
は
仲
間
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
で
き
る
こ

と
を
考
え
、
支
え
合
い
な
が
ら

日
々
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

思
う
よ
う
に
い
か
な
い
経
験
を

通
し
て
、
人
と
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
や
、
日
常
が
ど
れ
ほ
ど

か
け
が
え
の
な
い
も
の
か
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。 

 

現
在
、
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

進
学
、
就
職
な
ど
異
な
る
道
を

歩
ん
で
い
ま
す
。
東
谷
を
離
れ

た
者
も
、
地
元
に
残
っ
た
者
も

い
ま
す
が
、
東
谷
中
学
校
で
共

に
学
び
、
困
難
を
乗
り
越
え
て

き
た
仲
間
の
存
在
は
、
こ
れ
か

ら
先
も
私
た
ち
の
心
の
支
え
で

あ
り
続
け
ま
す
。 

 

二
十
歳
を
迎
え
た
今
、
私
た

来
賓
の
方
々
八
七
名
、
地
域
の

役
員
の
方
々
一
一
六
名
の
総
勢

二
〇
三
名
の
方
々
の
ご
参
加
を

頂
き
、
に
ぎ
や
か
に
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
東
谷
地

区
協
議
会
役
員
一
同
に
な
り
か

わ
り
ま
し
て
、
皆
様
に
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昔
は
『
東
谷
地
区
新
年
祝
賀

会
』
の
参
加
者
と
言
え
ば
東
谷

地
区
の
役
員
と
行
政
関
係
な
ど

約
八
〇
名
前
後
で
、
東
谷
市
民

セ
ン
タ
ー
講
堂
で
開
催
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
当
時
、
私
は
参

加
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

か
な
り
窮
屈
な
状
態
で
の
開
催

だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
地
元

の
若
い
人
達
や
地
元
の
企
業
の

方
々
、
ま
た
行
政
関
係
者
や
議

員
の
方
々
な
ど
多
く
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
、

当
時
の
自
治
連
合
会
長
や
興
農

会
会
長
な
ど
と
協
議
し
て
平
成

十
四
年
か
ら
東
谷
興
農
会
体
育

館
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
当
初
は
約
一
三
〇
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
年
々
参
加
者
が
増
え
て
き

て
、
令
和
二
年
に
は
二
六
七
名

の
方
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
で
三
年

間
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
昨

年
か
ら
ま
た
開
催
を
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
、
二

二
〇
名
の
参
加
で
、
今
年
は
二

〇
三
名
の
方
に
参
加
し
て
頂
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ

る
と
参
加
人
数
は
減
少
気
味
で

は
あ
り
ま
す
が
、
参
加
者
の
縮

小
原
因
と
し
て
は
、
東
谷
地
区

の
高
齢
化
と
人
口
減
少
、
若
い

方
々
の
参
加
率
の
減
少
等
が
考

え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
う
い
っ
た
事
も
踏
ま
え
、

今
後
は
地
域
の
活
性
化
の
た
め

祝
賀
会
の
開
催
内
容
な
ど
も
工

夫
し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

方
々
に
参
加
し
て
頂
け
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
東
谷
地
区
協
議

会
へ
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。  

３月１２日（木） 

３月１８日（水） 

東 谷 中 学 校 

市 丸 小 学 校 

新道寺小学校 

予備日 
  ２月２８日（土）・３月 １日（日）・３月 ７日（土） 
  ３月２１日（土）・３月２２日（日） 
  ※風向きによっては灰が降るおそれがありますので 

 洗濯物等を干す際はご注意ください。 

ち
は
社
会
の
一
員
と
し
て
の
責

任
を
担
う
立
場
と
な
り
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
い

た
だ
い
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
自
ら
考
え
行

動
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
社

会
に
貢
献
で
き
る
人
間
へ
と
成

長
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
私
た
ち
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
さ
ま
へ
の

感
謝
を
胸
に
、
未
来
に
向
か
っ

て
力
強
く
歩
ん
で
い
く
こ
と
を

こ
こ
に
誓
い
、
令
和
７
年
度
の

二
十
歳
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 
 

予
防
に
取
り
組
み
な
が
ら 

 
 

 
 

 

元
気
に
乗
り
越
え
よ
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 まだまだ寒い日が続いていますが、梅もちら

ほら咲き始めています。皆様、如何お過ごしです

か。 

 さて、「健康寿命」とは人の手を借りないで日

常生活を送れる生存期です。健康寿命を延ばす

為には、日頃の健康づくり「運動」が大切になり

ます。その一つとして高齢者に最適なスポーツ

「グラウンドゴルフ」がある事は言うまでもあり

ま せ んが、そ の 他 に もウ ォーキ ン グ を 始 め、

ニュースポーツとして風船バレー、ディスコン、

健康づくり部会 
グラウンドゴル部会 

下條 光次 

ペタンク、ダーツ、輪投げ等があり、行政も健康寿命延伸のために、

地域住民への健康増進の取り組みを進めています。東谷地区でも

高齢者サロンで、ディスコンやグラウンドゴルフが行われます。この

ような機会を活用し、身体を動かし、健康づくりに役立てたらと思っ

ています。 

 東谷地区では、３月２３日にまち協カップグラウンドゴルフ大会を

開催します。他にも老人会主催の大会も予定しています。 

 景品も沢山準備しておりますよ。高齢者にとってはありがたいス

ポーツの一つです。用具等は主催側で準備しておりますので、まだ

経験のない方も、是非一度参加してみませんか。皆様の参加をお待

ちしています。今年も健康で明るい人生を送りましょう。  

東大野八幡神社 大清水神社 

2/3 節分祭 

１月11日（日） 
東谷市民センター
にて東谷地区成人
記念式典が開催さ
れました。来賓や
恩師の皆さまから
祝辞を頂き、久し
ぶりに再会した同
級生や恩師の先生
方と語り合い、楽
しい時間を過ごし
ました。 

※参加申込は東谷市民センター窓口へ (3/10締切) 

予備日：3月25日（水） 

場所：東谷興農会グランド 

日時：3月23日（月） 受付9：30～ 

石原町町内の田

村 節 子 さ ん に

作っていただき

ました。ご協力

ありがとうござ

いました。 

  

東谷郷土資料館委員    西田 順一 

原
口
九
右
衛
門
さ
ん
の
お
墓  

九右衛門さんの右腕、池田治平さんのお墓  

九右衛門さんのもう一方の片腕、大村新蔵さんのお墓は残念乍ら不明です。 

        さる1月23日に東谷歴史講座で第二回目の溝口連氏の「企救一

揆」の読み合わせを行いました。今回は当時長州藩の占領下にあって

企救郡の農政を山口の民生局から一任を受けていた元今村庄屋だっ

た今村長右衛門こと、改名した大庄屋、大石弥八郎の驕り高ぶった専

制やその手下の新道寺村庄屋、山本某に苦しめられていた、企救郡

東谷、新道寺村、原口九右衛門、池田治平、大村新三（新蔵）らが一揆

に向け立ち上がるまでの章を読み進めました。 

 溝口氏の「企救一揆」は、昭和46年3月に当時の東谷公民館（現東

谷市民センタ－）から簡易印刷で発行されました。原本は経年劣化の

ため今回の講座ではパソコンで原本を新たに文字起こししたものを

使用しています。溝口氏の文体は東谷の方言を交え、とても親しみや

すいセリフ回しが各所に散見され、読み進むにつけ、作品に引き込ま

れていく名作です。 

 いよいよ第三回目は一揆勃発のクライマックスを迎えます。次回は

2月25日（水）14時30分～15時30分まで東谷市民センター２Ｆ第

一集会室で行います。次回初めて参加される方には第一回、二回の

テキストをお渡ししますので、途中参加でも小説「企救一揆」の面白さ

を楽しめると思います。参加希望の方は、西田（090-8604-

4544）までTELもしくはショートメッセージで申し込みください。 

1月１５日（木）、昼食会

で小倉南区役所の方

や他の市民センター館

長の皆さんに、東谷の

家庭で作られてきた鶏

の出汁の効いた、さっ

ぱり味の「とうふ汁」と

東谷産米で作ったおに

ぎりを食べていただき

ました。 

多くの方が見物に！ 

お尻を大きく振るほど豊作に 

なると言われてます 

1月12日（祝） 

東谷地区に関係する皆さ

まが一堂に会し、親睦を

図りました。今年も宜し

くお願いします。 


